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活動エリア

フリースクールの子どもたちが、高齢者共同住宅の居住者と食卓を囲む

【上・下左】放置されていた敷地内の畑を耕し直し
て、野菜などを育てる　【下右】収穫した野菜は
地域食堂の食材として消費

札幌市西区に拠点を構える。赤丸が高齢者共同住宅「ほしの里」、青丸は地域食堂の会場

コミュニティ活動助成

一般社団法人 ユアセル
北海道札幌市

多世代でつながる地域共生型フリースクール

団体設立経緯
　私たちは、何歳になっても自分ら
しく生きられる社会というビジョン
を掲げて活動しています。多世代
交流をメインの活動にし、地域での
つながりを増やし「孤立を減らす」
こと、そして関わる人の笑顔を増
やすことをミッションとし、さまざ
まな「ちがい」や「生きづらさ」を抱
える人たちが、安心して過ごせる地
域づくりを目指して2022年に団体
を設立しました。

活動概要と活動対象範囲
　西区発寒地区は、札幌市の中心
から少し離れた自然豊かな場所で
す。西区全体で約21万人が暮らし
ています。私たちはここで、不登校

の子どもたちのための居場所となる
フリースクール、 高齢者共同住宅

「ほしの里」、そして地域住民が手
を取り合い、世代を超えて助け合う

「循環型のコミュニティモデル」の構
築に取り組みました。

活動に至った理由や背景
　2024年11月に拠点を移した際、
地域のニーズを掘り起こし、より
深い関係性を築きたいと考えまし
た。普段の活動で学校に通えない
子どもたちが家族以外とのつなが
りが少なく、体験格差やコミュニ
ケーション不足に陥っているという
課題。そして高齢者住宅では、入
居者が管理していた畑の担い手が
不足し、荒地になりつつあるという
課題がありました。これらを結び
つけ、互いの課題を解決できるの
ではないかと考えたのが活動の始
まりです。

活動内容と成果
　本事業での活動を通じて、以下
のような成果が得られました。
① 地域農園の運営（4月〜 10月）
　フリースクールの子どもたちと

「ほしの里」の高齢者が協力して、
畑づくりを行いました。数年前ま
でほしの里入居者が自主的に運営
していた畑です。入居者の高齢化
により手つかずになっていた畑を、
ボランティアメンバーや子どもたち
と耕し、石を除去し、土を入れ直
すところから始めました。活動の
様子はSNSで発信し、それを見た
他団体から苗を分けていただいた
り、散歩に来る近所の方に助言を
もらったりしながら、10種類程度
の野菜を育てました。
　子どもたちが不在の時には水や
りや草取りを高齢者が担うなど、
それぞれができる形での参加が見
られました。収穫した野菜を地域

食堂の食材として活用することで、
育てて食べるまでを実践し、循環
する活動の形の一歩となりました。
また、畑の横にはコンポストを設
置し、残さや収穫後の草木を再び
畑に戻すといったエコな仕組みづく
りにも挑戦することができました。
② フリースクール「しるべーす基
地」の運営（週2回）
　学校に通っていない小中学生の
日中の居場所として、フリースクー
ルを「ほしの里」の敷地内に開設し
ました。子どもたちの挑戦したい
気持ちを大切にしており、支援者
ではなく、子どもの自然な育ちに
過度な干渉をしない伴走者として
日々の関わりを続けています。野
菜づくりでは子どもたちがお世話や
収穫した野菜を、高齢者が調理し
てくれるなど、子どもたちと高齢者
住民それぞれに役割が生まれ、緩

やかな相互関係を築きました。
　子どもたちが大学生ボランティア
スタッフという「ちょっとお兄さん／
お姉さん」な存在をロールモデルと
し、自分の人生設計を考えるとい
う機会は、非常に重要であると考
えています。来年度はボランティア
スタッフを増やし、より開かれた場
としてのフリースクールを運営して
いく予定です。
③ 地域食堂の運営（月1回）
　日中に高齢者が集まる昼カラオ
ケの会場を月1回、夕方からお借り
して、子どもから大人、高齢者ま
で誰もが訪れることのできる地域
食堂を実施しました。大学生ボラ
ンティアが中心となり、調理や運
営を手がけています。開始当初は
参加者が少なかったものの、現在
は近所の子どもから仕事終わりの
社会人、高齢者までが食事を共に
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2026年2月 に 開
催した地域への
報告会で、普段
の活動内容を共
有した。住民や
行政関係者と信
頼関係を深める
機会となった【左・右上】流しそう

めんやもちつきなど
のイベントを開催し、
地域の多世代交流を
仕掛ける

【右下】駄 菓子台の
余った予算で製作し
たベンチは、利用者
の憩いの場に

チを製作しました。フリースクール
に通う子どもたちやボランティアス
タッフ、ほしの里に住む高齢者など
が、早速ベンチを使う様子が見ら
れました。
⑥ 報告会の実施
　2026年2月には、これらの活動
を地域の方へ報告するための会を
開催しました。西区社会福祉協議
会、まちづくりセンター、西区清掃
事務所といった地域の福祉や行政
の担当者などが参加。発表者とし
て、発寒地区と発寒北地区で活動
する2名のゲストを招き、「日頃の
活動の周知や発寒地区をより良く
するには」というテーマで情報交換
しました。活動が多岐にわたり分
かりにくくもあった当団体の全体像
や、活動への想いなどを届ける貴
重な時間となり、地域住民や行政
との信頼関係を深める重要な機会
となりました。来年度に向けた連
携体制を深めることができたのは、
とても大きな成果です。
⑦ 活動新聞の作成
　助成金申請期間に計5号の「ユ
アセル新聞」を発行しました。ユア
セルの活動を広く知ってもらいたい
という意図で、運営ボランティアた
ちが作成したものです。活動の様
子やコラムなど情報満載で、手渡
した方々からも概ね高評価でした。
今後も、たくさんの方々にユアセル
の活動の様子を知ってもらえるよ
う、作成を継続していきます。

＊ ＊ ＊
　年間の活動を通して、イベントで
は物品、畑では苗など発寒地区や
地区外からの提供支援を受けるこ
とができたため、当初予定してい
た支出を大幅に抑えることができ
ました。地区の住民だけではなく、
この地区で行われている活動を積
極的に発信することで、活動への
共感や応援の気持ちが生まれ大き
なネットワークになるということを
実感しました。

課題と解決方策
　本活動を通じ、主に2つの課題
に直面しました。
　まずは、立地特性と活動スタイ
ルのかい離です。活動拠点である

「ほしの里」は駅から離れており、
他区から訪れるボランティアの継
続的な参加において物理的なハー
ドルがありました。また、拠点前
の縁側で実施した駄菓子屋は、地
域住民の日常的な動線から外れて
いたため、店舗を構えて「来るの
を待つ」形式では、想定していた多
世代の自然な流入を生み出すこと

が困難でした。
　2つ目の課題は、地域組織との連
携機会の創出についてです。活動
後半には町内会の協力を得てイベン
トを開催できましたが、それ以前は
地域コミュニティへの積極的なアプ
ローチが不足していました。
　これらの課題に対し、「拠点で待
つ」活動から「地域へ入り込む」活
動へと戦略を転換しました。出張
駄菓子屋やイベントなどを通じて
地域の行事へ出向き、関係性を構
築した結果、町内会や福祉関係者
との連携を実現できました。イベ
ントを共につくり上げたこの貴重な
経験を礎に、来年度はさらに地域
に根ざした、開かれた拠点の運営
を目指します。

今後の予定
　本事業で新たにつながりができ
た、発寒地区の関係者や町内会と
の連携を強めることで、さらに活
動を拡大していくことができると感
じました。具体的には、札幌市と
連携したフードバンク事業の開始、
近郊の学校との連携、市内中小企
業との連携です。
　まずは活動を知ってもらうため
の間口を広げ、誰もが困ったとき
に頼れる団体を目指していきたい
と思っています。ボランティアが継
続して活動できるように、定期的
な活動や運営体制を整え、活動を
継続するための資金調達面では中
小企業に声がけし、協業していく
形をつくりたいと思っています。

一般社団法人ユアセル
2022年6月設立、24年5月法人化／メンバー数：40人／代表者：高橋 智美（たかはし・
ともみ）
●〒063-0833　北海道札幌市西区発寒13条5丁目2番6号　ほしの里内プレハブ

yoursel.org/　 www.facebook.com/yuaseru.hokkaido　 yoursel_hokkaido

私たちは、何歳になっても自分らしく生きられる社会をつくることを目的として、
孤立を減らし、関わる人たちの笑顔を増やすための活動に取り組んでいます。

する憩いの場となり、毎回スタッフ
は5名程度、参加者は20 ～25名と
なっています。
　当団体が以前から取り組んでい
た学習支援の活動を生かすため
に、学習支援付き食堂としてスター
トしたものの、当初は学習したいと
いうニーズが少なく遊びの場になっ
ていました。現在は遊びも学習も
両方開催できる体制を整え、食事
前には自己学習をする子どもたち
も増えてきました。また、高校生
や大学生のボランティアとの関わり
が、子どもたちが将来の進路選択
や気軽に悩みを相談できる「年上
のお兄さんお姉さん」としての関係
性につながると感じています。
　収益にはなりにくい地域食堂を
継続するために、本助成金を活用
できました。結果、別の助成金を
活用して月2回の子ども食堂開催に
つながり、ひとり親家庭への物資
提供事業へと展開することができ
ました。このつながりを通して、不
登校の子どもたちにはフリースクー
ルを、体験活動経験の少ない子ど
もたちにはイベントを提供し、当
団体の活動を通して、どのような
環境にいる子どもたちとも関わりを

持ち続けるネットワークの構築を進
めることができました。また、地
元の飲食店が食材提供という形で
活動を応援してくれるようにもなり、
事業規模や関わりの対象を拡大し
ながら、関係性を広げていくことが
できました。
　ボランティアとして参加していた
若者が、活動を通じて「自分も社
会で役割を得たい」という希望を
持ち就職につながるなど、担い手
である若者にとっても活動経験を
通した社会参加につながりました。
ボランティアスタッフが感化されて
自己を変革するということも、当団
体の目指す「循環型社会」に通ずる
出来事であったと感じています。
④ イベント運営
　地域の交流イベントとして日本
の季節行事に着目し、開催しまし
た。8月には竹を使った流しそうめ
ん、10月には畑で収穫した野菜で
カレーを調理し、無料で振る舞い
ました。この収穫祭をきっかけに、
近所の子どもたちに子ども食堂の
存在を知ってもらうことができまし
た。12月にはもちつきを開催しまし
た。当初の広報はSNSを活用した
り、近所へのポスティングなどで案

内したりしました。参加者は子ども
食堂に通う子どもたちや、近所の
児童デイサービスの子どもたちなど
が中心でした。
　活動を進めていく中で、町内の
民生委員や福祉部長と知り合うこ
とができ、冬のもちつきは町内会
の協力の下で実施することで、地
域に開かれたイベントとして開催で
きました。
⑤ 駄菓子屋
　以前の拠点で活動していたころ
から、どの世代にも馴染みのある

「駄菓子」を使った交流に取り組ん
でいました。子どもたちや高齢者
が訪れるきっかけとして、新拠点で
も実施したいと計画していました。
　拠点のあるほしの里の縁側に駄
菓子台を作成し、のぼりを立てたも
のの、前面道路の通行人が少なく
想定していた多世代交流にはなりま
せんでした。そのため現在は活動の
広報を目的として、子ども食堂や他
団体のイベントに出張駄菓子屋とし
て継続的に出店しています。
　また、駄菓子台が想定より安価
で作成できたため、ボランティア
スタッフがほしの里の縁側に、地域
の人々が一休みできるようなベン


